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平成 30 年 1 月 29 日 

広島市立大学ＣＯＣ＋平成３０年度事業計画（案） 

 
１ 事業計画の概要 

 

(1) 教育カリキュラムの整備・推進 

 
事 業 内 容 

① 教育カリキュラムの実施 
 
 
 

●地域貢献特定プログラム科目の平成 30年度分「広島を問う」科
目である「地域実践演習」を 3 学部で開講 

●「地域課題演習」を、新たな地域を含む 10のテーマを設定して
実施 

●地域貢献特定プログラム履修者の認定 
●平成 31 年度の卒業論文・研究・制作に向けた支援 

② 単位互換制度の実施 ●参加校間の協定に基づき単位互換を実施（履修促進） 

③ 寄付講座の実施 ●「マツダ共創ゼミ」の継続実施と新たな寄付講座の呼びかけ 

④ 全学ＣＯＣ＋研修会 ●全教職員への研修を１回実施 

⑤ ＣＯＣ＋フォーラムの開催 ●事業協働地域に呼びかけ 1回開催 

⑥ 企業等へのインターンシッ
プの促進 

●本学のインターンシップの強化 
●キャリア教育科目の見直しと設計（低学年のインターンシップ
を促進） 

●地元経営者を招き地域企業を知る機会を増やす取組を継続 
●中国経済連合会等の取組との連携 
 

 
(２) 観光関連データベースの構築と活用 

 
事 業 内 容 

① データの収集と運用 
 

●各種データの登録を継続しながら、平成 30年 4月以降に参加大
学・協働機関に対して ID/PW 付与し閲覧を開始      

●参加大学・協働機関向けデータベースの操作方法研修会開催 
 

② データの活用 ●本学や参加大学において教育研究への活用を促進 
●参加機関との具体的な協働研究の展開 
●参加自治体の活用ニーズに応じた検討 
 

 

協議資料３ 
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(３) 教育研究事業の推進 

 

事 業 内 容 

① アートプロジェクトの実施 
 

 

●「広島ニュートラベル」のテーマを継続し、地域との協働に
より 10 のプロジェクトを実施 

●「地域実践演習」や参加校の協働教育研究事業との連携 
 

② 基町プロジェクトの実施 ●「Ｍ98」「Ｍ98〈make〉」「Ｍ98〈eat〉」「Ｍ98〈join〉」を活
用したコミュニティデザイン活動による地域の活性化 

●グローカルキッチンプロジェクトの継続 
 

③ 宮島の教育研究拠点での活動 
 

●宮島での参加校との協働事業を活発化 
●アートプロジェクト等での活用促進 

④ ＣＯＣ＋特定研究等の実施 ●学内の競争的研究資金（ＣＯＣ＋特定研究等）の募集や研究
を継続して実施 

⑤ 参加校による協働研究事業の
実施 

●参加校と連携・協力した、地域での教育研究事業の実施 
 

⑥ 観光に関する研究・活動発表   
 会 

●学生による発表会継続と教育研究者のネットワークの醸成 

⑦サテライト講座の実施 ●柳井市での継続と参加大学の呼びかけと新たな実施自治体
の募集 

 
 

（4）事業運営 

 

事 業 内 容 
① 推進組織の運営等 

 
●ＣＯＣ＋推進組織の運営（事業後半に向けた計画や協
議） 

② 広報 ●ニュースレターを２回発行 
●ホームページの掲載情報の充実を図り、適宜メディアへ
情報を提供 

③ 外部評価委員会の開催 ●平成 29 年度の事業評価を速やかに実施 
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２ 主な事業の計画 

 

(１)「地域実践演習」の開講  【新規】（教育カリキュラムの整備・推進―教育カリキュラムの実施） 

 

科目名・ 

科目区分 

 

地域実践演習 （新規科目） 

（国際学部は専門演習ⅠⅡとして実施） 

学部専門教育科目 （履修対象３年次、１単位） 

  

科目の趣旨・ 

ねらい 

 

全学共通系の地域志向科目での学習や、各学部の専門性を生かして、広島市広 

域都市圏や尾道市などを対象に、地域再生や観光振興など地域課題の解決に向 

け（あるいは地域性をテーマとして）、ＰＢＬ（Problem Based Learning、課題 

解決型学習）の手法により、実践的な学習を行う。 

 

実施内容（予定） 

国際学部 ① [湯浅正恵教授―社会学] 

上関町祝島をフィールドとし、この魅力あふれる小さな島を探求する。祝島は他の離島同

様、過疎と高齢化が深刻だが、そのなかで、島の人々はどのように過去を見つめ、未来を創

り出そうとしているのか、島を見て、人々の話を聞いて考える。  

② [城市真理子准教授－美術史] 

広島やその周辺地域と関連のある美術作品を素材に、学生が分担して、資料をそろえレ

ジュメを作成し、研究発表を行う。  

情報科学部 ① [竹澤寿幸教授―音声言語情報処理]、[河野栄太郎准教授―ネットワークソフトウェア]  

実践的な課題として「ペッパーに広島の話をさせよう！カープの話でも OK」を取り上げる。

情報科学の専門性としては音声対話技術とロボットプログラミングを扱う。地域の課題として

広島地域の観光やカープを扱う。 

 

※情報科学部では、この他にも 3 つの演習を調整中 

芸術学部 ① [中村圭講師―視覚造形] 

② [伊東敏光教授―彫刻] 

③ [荒木享子准教授―日本画] 

3 人の担当教員の指定する演習対象地域において、その地域の特性を理解した上で、そ

れぞれの専門分野でこれまで培ってきた専門的知識や技術・方法等を活用し、地域の魅力

の創造や課題解決に取り組む。 
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(２)「地域課題演習」の実施  【継続】（教育カリキュラムの整備・推進―教育カリキュラムの実施） 

 

科目名・ 

科目区分 

 

地域課題演習  

全学共通系科目－広島科目（履修対象２年次、１単位） 

  

科目の趣旨・ 

ねらい 

 

・ＣＯＣ＋の対象地域を学習フィールドとする演習を学部横断的に実施する。 

・「地域実践演習」に向けた基礎的学習として、地域の現状を分析し、魅力や課題を発見

する力を養成する。 

・地域への入門演習として「地域の現場を見る、地域を好きになる」ことに重点を置く。 

 

演習テーマ 

（候補） 

① 瀬戸内海の水産と魚の楽しみ方を知る [呉市、広島市] 

② 竹原市をＰＲする観光映像を作る [竹原市大久野島] 

③ しまなみ海道を自転車で走って行動情報を収集する[尾道市しまなみ海道] 

④ 中島町・基町ツアー（戦前戦後の都市計画や建築群等を巡る）[広島市] 

⑤ 都市河川の活用と水游体験 [広島市] 

⑥ 【新】瀬戸内のハワイ、周防大島の島暮らしを体験し、島移住の課題と魅力を知る 

[周防大島町] 

⑦ 【新】世羅高原の 6 次産業を訪ねる [世羅町] 

⑧ 【新】離島の「非日常性」を体感する [三原市佐木島] 

⑨ 【新】広島の会社へ行こう 2018 [広島市・東広島市・呉市・安芸高田市] 

⑩ 【新】岩国錦帯橋エリアを探訪し観光地としての課題を見つける [岩国市] 

 

【新】（オプション講座） 宮島の裏面を探訪する [廿日市市] 

 ※地域課題演習の履修者を対象に課外講座として実施 

 

学生が上記の 10 テーマの中から選択し、グループで地域についての事前学習・現地活

動・事後学習を行う。指導教員は約 20 名。 

※ 履修希望者が少ない場合は催行しないテーマもある。 
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(３) アートプロジェクトの実施    【継続】（教育研究事業の推進） 

 

「広島ニュートラベル」実施予定プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エリア プロジェクト 専攻 担当教員 

 

廿日市市 

宮島 

宮島ものづくり産業 

復興プロジェクト 
漆造形 大塚智嗣准教授 

日本画プロジェクト 

（地域実践演習） 
日本画専攻 荒木享子准教授 

プロジェクト調整中 金属造形 南昌伸教授 

尾道市 

尾道プロジェクト 現代表現 古堅太郎講師 

日本画風景プロジェクト 日本画専攻 前田力准教授 

柳井市 実施の可否を調整中 立体造形 藤江竜太郎講師 

広島市 

基町プロジェクト 合同 
中村圭講師 

南昌伸教授 

プロジェクト調整中 視覚造形 中村圭講師 

プロジェクト調整中 油絵専攻 
佐藤尉隆講師 

向川貴晃助教 

北広島町 

大朝 

筏津プロジェクト 

（地域実践演習） 
彫刻専攻  

伊東敏光教授 

七搦綾乃助教 
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(４) 参加校による協働研究事業 

 

学校名 事業名（またはテーマ） 

広島大学 コンテンツツーリズムを活用した地域活性化〜呉市を中心に〜 

尾道市立大学 アートプロジェクトの実施 

広島経済大学 
観光振興による「海の国際文化生活圏」創生に向けた人材育成事業 

（学生による観光資源等の再発見と発信） 

広島工業大学 宮島・土曜講座 

広島国際大学 中山間地域と島しょ部間の交流による地域活性化プロジェクト 

広島修道大学 
観光振興による「海の国際文化生活圏」創生に向けた人材育成事業 

もとまちカフェ 

安田女子大学 「グローカルキッチンプロジェクト」への参画 

広島商船高等専門学校 高齢者健康調査（企画名：お達者自慢） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


